
静 岡 教 区 報

発行所

天理教静岡教務支庁
〒 425-0013
焼津市岡当目１番地

TEL（054）626-1333
FAX（054）628-4615
Email：skyou@live.jp

1

令和 7 年８月１日 №671

第 671 号

　

６
月
29
日
（
土
）
・
30

日
（
日
）
、
災
害
救
援
ひ

の
き
し
ん
隊
静
岡
教
区
隊

は
、
小
笠
山
総
合
運
動
公

園
エ
コ
パ
に
て
、
小
塚
嗣

夫
新
隊
長
以
下
新
体
制
に

な
っ
て
初
め
て
の
総
合
訓

練
を
行
っ
た
。

　

昨
年
は
能
登
で
の
震
災
、

水
害
と
出
動
が
重
な
っ
た

為
、
教
区
訓
練
は
中
止
と

な
り
、
今
年
は
２
年
ぶ
り

の
訓
練
開
催
と
な
っ
た
。

　

両
日
と
も
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
暑
い
中
で
は
あ
っ

た
が
、
体
調
を
崩
す
隊
員

も
無
く
、
大
変
充
実
し
た

訓
練
と
な
っ
た
。

　

作
業
内
容
は
、
西
部
・

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
が
蛇
籠

（
河
川
の
護
岸
や
斜
面
の

補
強
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

も
の
で
、
鉄
線
な
ど
を
編

み
込
ん
だ
も
の
に
石
材
を

詰
め
込
ん
だ
も
の
）
作

成
・
設
置
、
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
が
、
伐
木
と
皮
む
き
、

砂
防
ダ
ム
資
材
作
成
。
併

せ
て
、
無
線
連
絡
訓
練
、

規
律
訓
練
、
炊
き
出
し
等
、

来
年
行
わ
れ
る
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
訓
練
の
為
の
準
備

も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
。

　

初
日
、
10
時
に
現
場
で

あ
る
小
笠
山
総
合
運
動
公

園
エ
コ
パ
に
集
合
し
た

隊
員
は
、
結
隊
式
を
行

い
、
作
業
説
明
を
受
け
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
へ

と
向
か
い
、
作
業
に
充
っ

た
。
今
回
の
訓
練
で
は
重

機
も
投
入
さ
れ
、
よ
り
効

率
よ
く
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
伐
採
や
蛇
籠

作
成
は
、
経
験
者
も
多
く
、

各
支
部
隊
長
を
中
心
に
現

場
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
作
業

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
無

線
を
使
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
連
携
を
取

り
合
っ
て
作
業
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

作
業
終
了
後
、
山
名
大

教
会
と
城
山
大
教
会
に
分

か
れ
て
向
か
い
、
お
風
呂

を
い
た
だ
い
た
一
同
は
、

今
回
の
宿
舎
で
あ
る
掛
川

分
教
会
に
集
ま
り
、
炊
き

出
し
で
用
意
さ
れ
た
夕
食

を
い
た
だ
き
、
ゆ
っ
く
り

と
休
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
。

　

2
日
目
も
日
差
し
の
照

り
つ
け
る
猛
暑
の
中
、
そ

れ
ぞ
れ
声
を
掛
け
合
い
、

ひ
の
き
し
ん
に
励
み
、
事

故
無
く
勤
め
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

災害救援ひのきしん隊静岡教区隊、
新体制のもと、総合訓練を実施
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こ
れ
ま
で
以
上
に
『
互
い

立
て
合
い
た
す
け
合
う
』

通
り
方
を
教
区
訓
練
を
通

し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、

訓
練
の
為
の
訓
練
で
は
な

く
、
実
働
を
見
据
え
た
訓

練
に
な
る
よ
う
、
お
互
い

が
意
識
し
て
ひ
の
き
し
ん

に
励
み
、
た
す
け
あ
い
の

精
神
を
よ
り
養
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
の
６
月
に
行
わ
れ

る
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
も
、

一
手
一
つ
に
力
を
合
わ
せ

て
、
多
く
の
隊
員
の
皆
さ

ま
と
、
災
害
に
備
え
た
実

り
あ
る
ひ
の
き
し
ん
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

災
救
隊
活
動
の
上
に
ご
尽

力
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

静
岡
教
区
隊

　
　
　

隊
長　

小
塚
嗣
夫

　

2
日
間
の
作
業
で
、
蛇

籠
を
18
基
作
成
、
設
置
し
、

伐
木
は
８
本
。
砂
防
ダ
ム

用
資
材
を
25
本
作
成
し
た
。

　

参
加
隊
員
は
63
名
。

◇

　

昨
今
の
気
象
変
動
の
中
、

地
震
や
水
害
な
ど
、
自
然

災
害
が
多
発
し
、
今
後
も

出
動
の
機
会
が
増
え
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。
お
見

せ
い
た
だ
く
『
て
び
き
』

を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、

　

６
月
８
日
、
第
61
回
歌

う
一
手
一
つ
（
主
催
・
天

理
教
音
楽
研
究
会
）
が
天

理
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
は
よ
う
ぼ
く
一
斉

活
動
日
の
開
催
と
重
な
っ

た
た
め
中
止
と
な
り
、
２

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

同
行
事
。
お
や
さ
と
管
内

学
校
や
団
体
、
教
区
団
体

な
ど
19
団
体
の
参
加
の
も

と
開
催
。
静
岡
教
区
か
ら

も
「
静
岡
教
区
お
う
た
合

唱
団
（
梅
田
聡
団
長
）
」

「
浜
松
お
う
た
合
唱
団
ア

ヴ
ァ
ン
テ
ィ
（
鈴
木
顕
太

郎
団
長
）
」
が
出
演
し
た
。

　

当
日
、
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ

は
、
前
半
の
２
番
目
に

出
演
し
、
「CO

SM
O

S

」

（
ミ
マ
ス
作
詞
・
曲
、
富

沢
裕
編
曲
）
と
「
名
づ
け

ら
れ
た
葉
」
（
新
川
和
江

作
詞
、
飯
沼
信
義
作
・
編

曲
）
の
２
曲
を
演
奏
し
た
。

　

教
区
合
唱
団
は
、
鈴
木

道
輝
教
区
長
も
会
場
に
駆

け
付
け
激
励
さ
れ
る
中
、

後
半
最
初
の
演
目
と
し
て
、

お
う
た
８
番
「
せ
か
い
一

れ
つ
み
な
わ
が
こ
」
（
林

雄
一
郎
作
曲
）
、
混
声
合

唱
組
曲
「
水
の
い
の
ち
」

よ
り
、
１
．
雨
（
高
野
喜

久
雄
作
詞
、
高
田
三
郎
作

曲
）
、
混
声
合
唱
の
た
め

の
カ
ン
タ
ー
タ
「
土
の

歌
」
よ
り
大

地
讃
頌
（
大

木
敦
夫
作

詞
、
佐
藤
眞

作
曲
）
の
3

曲
を
丁
寧
に

歌
い
上
げ
た
。

両
合
唱
団
共

に
ア
ヴ
ァ
ン

テ
ィ
指
導
者

の
鎌
田
恵
美

子
さ
ん
（
指

揮
）
と
、
小

野
裕
子
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）

指
導
の
も
と
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
遺
憾
な
く
披
露

し
た
。

　

今
回
も
前
日
よ
り
愛
静

詰
所
に
て
宿
泊
し
て
練
習

を
行
い
、
７
日
晩
に
は
日

頃
、
東
・
中
・
西
と
分
か

れ
て
練
習
し
て
い
る
仲
間

と
の
懇
親
会
が
催
さ
れ
、

親
睦
を
深
め
た
。

　

合
唱
団
で
は
、
現
在
、

新
入
団
員
を
募
集
し
て
い

る
。
来
年
は
さ
ら
に
賑
や

か
な
も
の
に
し
た
い
。

教
区
お
う
た
合
唱
団
、

第
61
回
歌
う
一
手
一
つ
に
出
演
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で
打
ち
解
け
、
昼
食
は
み

ん
な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

そ
の
後
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

参
加
者　

学
生
22
名

　

こ
の
度
３
月
26
日
に
、

島
鮮
分
教
会
第
六
代
会
長

と
し
て
理
の
お
許
し
を
頂

き
ま
し
た
。

　

島
鮮
分
教
会
は
大
正
12

年
に
朝
鮮
半
島
で
設
立
さ

れ
、
戦
後
浜
松
に
移
転
。

前
会
長
の
出
直
し
後
、
無

担
任
の
状
態
が
８
年
続
い

て
お
り
ま
し
た
。
私
は
兄

弟
教
会
で
あ
る
清
崎
分
教

会
長
を
４
年
前
に
辞
職
し
、

教
祖
140
年
祭
に
向
か
う
輸

達
御
発
布
翌
日
に
心
筋
梗

塞
で
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。
親
神
様
・
教
祖
様
の

御
守
護
に
よ
り
短
期
入
院

で
退
院
で
き
、
命
を
助
け

ら
れ
た
御
恩
に
報
い
よ
う

と
年
祭
活
動
に
励
む
中
、

昨
年
、
上
級
会
長
様
よ
り

島
鮮
分
教
会
会
長
の
後
任

を
打
診
さ
れ
ま
し
た
。
神

様
か
ら
の
お
言
葉
と
悟
り

素
直
に
受
け
さ
せ
て
頂
く

事
に
な
り
ま
し
た
。 

　

昨
年
は
毎
月
大
阪
か
ら

月
次
祭
前
後
に
浜
松
へ

通
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
1
月
よ
り
浜
松
に
移

住
し
、
８
年
間
教
会
長
不

在
の
中
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
信
者
さ
ん
方
の
お
陰
で

５
月
11
日
に
就
任
奉
告
祭

を
つ
と
め
ま
し
た
。
初
代

が
朝
鮮
半
島
で
土
地
や
言

葉
も
通
じ
な
い
中
、
教
会

設
立
ま
で
さ
れ
た
事
を
思

い
、
開
拓
精
神
を
胸
に
、

に
を
い
が
け
・
お
た
す
け

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
４
月
26
日
、
本

磐
分
教
会
六
代
会
長
の
理

の
お
許
し
を
戴
き
ま
し
た
。

　

初
代
会
長
に
は
子
供
が

な
く
、
二
代
会
長
の
早
す

ぎ
る
出
直
し
に
よ
り
三
代

会
長
と
し
て
再
度
お
務
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、『
次
に
繋
げ

る
こ
と
』
に
真
心
を
尽
く

さ
れ
、「
こ
の
道
は
誰
で
も

親
に
な
れ
る
。
血
が
繋

が
っ
て
い
な
く
て
も
理
に

よ
っ
て
繋
い
で
い
た
だ
け

る
」
と
、
教
会
に
繋
が
る

信
者
さ
ん
に
、
信
仰
を
伝

え
る
喜
び
や
、
丹
精
す
る

努
力
を
仕
込
ま
れ
ま
し
た
。 　

幼
い
頃
か
ら
後
継
者
と

し
て
お
育
て
頂
い
た
私
は
、

結
婚
後
、
暫
く
子
を
授
か

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
あ
る
日
、
夫
婦

共
々
に
感
じ
入
る
こ
と
が

あ
り
、
改
め
て
心
を
一
つ

に
し
、
理
作
り
と
心
定
め

を
し
た
と
こ
ろ
、
教
祖
140

年
祭
三
年
千
日
が
始
ま
る

頃
に
妻
の
妊
娠
が
分
か
り

ま
し
た
。
一
手
一
つ
か
ら

成
っ
て
く
る
不
思
議
珍
し

い
御
守
護
に
只
々
感
謝
し

ま
し
た
。 

　

初
代
会
長
は
不
思
議
珍

し
い
御
守
護
を
頂
く
中
に

神
一
条
の
信
念
を
掴
み
、

名
称
末
代
の
理
を
築
く
原

動
力
と
さ
れ
ま
し
た
。 

　

改
め
て
元
の
い
ん
ね
ん

に
立
ち
返
り
、
本
磐
と
し

て
の
更
な
る
一
歩
を
踏
み

出
す
旬
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
親
神
様
と

向
き
合
い
、
楽
し
む
心
を

忘
れ
ず
に
喜
ん
で
次
代
に

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
通
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
14
日
、
静
岡
教
区

学
生
会
で
は
お
ぢ
ば
近
郊

の
学
生
を
対
象
に
「
新
入

生
歓
迎
会
」
を
開
催
。

　

午
前
、
山
名
詰
所
に
集

ま
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

新
任
・
教
会
長
を
拝
命
し
て

中
駿
東
支
部

本
芝
大
教
会
部
属

本ほ
ん
い
わ磐
分
教
会
六
代
会
長

　
　
　
　
　
泉
　
一か
ず 

勇と
し

西
遠
支
部

髙
安
大
教
会
部
属

島と
う
せ
ん鮮
分
教
会
六
代
会
長

　
　
　
　
　
松 
岡 
道 
弘

教
区
学
生
会
、
新
入
生
歓
迎
会
を
開
催
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